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「海外事務所現地職員日本研修」報告書 

 

北京事務所 

 

海外事務所現地職員研修事業の一環として、2011 年 11 月 14 日から 11 月 25 日に

かけて、東京都、鹿児島県、長崎県において約２週間の研修を受けました。自治体国際化

協会本部（東京都内）にて事業概要の説明を受けた後、鹿児島県、長崎県を訪問し、自治

体で行う事業概要についてお話を伺いました。まず鹿児島県では、同県が行っている観光

事業の説明を受けた他、代表的な観光地等の視察を行いました。次に長崎県では、対中国

交流概要について説明いただき、特別企画展「孫文、梅屋庄吉と長崎」の視察を行いまし

た。自治体の訪問を通じて学んだことは多く、北京事務所での業務遂行のためのスキルア

ップを行う大変良い機会になりました。内容も豊富で充実した日本研修プログラムを組ん

でいただき、そして周到に、また快く親切に受け入れ、ご対応くださいました鹿児島県、

長崎県の方々をはじめとした関係者の皆様に感謝申し上げます。ここに研修報告書として、

実地研修の概要を中心に紹介し、感想などを簡単にまとめさせていただきます。 

 

■ 鹿児島県訪問 

２日間急ぎ足の視察で、見るべきものはまだ沢山ありますが、鹿児島県の観光資源の豊

かさ、充実した観光施設、そして、地元の人々の「おもてなし」の心などがよくわかりま

した。スケジュールの順番に沿って、一中国人観光客の目から見て、一部の施設について

感じたことを述べさせていただきます。鹿児島県の中国人観光客誘致事業をはじめとした

中国人訪日観光客の誘致に少しでも役に立てば幸いです。 

 

① 霧島神宮 

市内から車で約１時間半の距離ですが、途中、鹿児島の自然を満喫しました。山々が

緑に覆われ、空気も良く、また平地の農園風景も素晴らしいものでした。特に山に入る

につれ、原生林が生い茂っており、中国四川省にある九寨溝の原生林を連想させるほど

でした。 

霧島神宮手前の足湯を体験してみました。水が温かくて、景色も良く、10 分間ぐら

い浸かってみましたが、足がかなり軽くなった気分です。一人 100 円という使用料（タ

オルは提供）も、手頃だと思います。中国ではまだ足湯のような施設はあまり見られな

いので、日本に行ったら体験したくなると思います。表示や使い方の説明はまだ日本語

しか無いので、今後外国語表示があれば、海外からの観光客はもっと使いやすくなるで

しょう。 

霧島神宮は境内が静かで、古い木や森林が多く、建物も日本の伝統的な特色に富み、
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歴史由緒のある所であるので、一見する価値があります。 

温泉土産店、それから神宮の駐車場のお土産売店も訪問しました。商品の種類が豊富

で、鹿児島産のサツマイモや、黒飴、カツオなどといった地元の特産があり、値段も手

頃だったため、旅行客も満足するものだと思います。ただ日本人が普段慣れている食べ

物が、外国人にとっては味どころか名前すら初耳のものが多いので、今後、外国人旅行

客が増えた場合、試食などをもっと増やした方が良いでしょう。 

 

② 黒酢料理 

霧島市福山町にある「桷志田（かくいだ）」というレストランで食事をしましたが、料

理も景色も最高でした。料理がおいしくて、高級感があり、レストランの規模（300 人

収容）が大きく、海と山に挟まれたのどかな田園風景、特によそに見られない綺麗に並

べられた数千個の酢の壺がいっぱい咲き誇るコスモスの花に溶け込んだ自然風景が中国

人の観光客、特に写真好きな方に大変喜ばれるでしょう。 

レストランの内部もゆったりした空間を持ち、外の壺や田園風景を眺めながら、黒酢

を使った健康美味（特に高血圧に良いそう）をゆっくり堪能できました。酢豚定食を食

べましたが、色、香り、形、量、全て満点に近く、味も中国人の口にも合うと思います。

値段も観光客向けには手ごろだと思います。 

店の中に黒酢の歴史や作り方の資料、写真などもきれいに展示されているので、ちょ

っとした勉強にもなります。一階には黒酢のジュースなどの試食コーナーや、売店もあ

ります。 

  

黒酢料理屋の外に並んでいる酢の壺     桜島の急な噴煙を目撃、迫力満点 

  

③ 桜島 

中国では普段活火山を見ることができませんので、貴重な体験になると思います。今

回もたまたま展望台で、突然大きな噴煙の場面に出くわしました。爆竹ほどの音の大き

さでしたが、勢いよく舞い上がる灰色の噴煙は、大変迫力がありました。展望台のほか

にも資料展示コーナーや体験施設などもあり、修学旅行の訪問先として最適ですし、大

人でも大自然の迫力を感じられる良い経験となります。 

噴煙の場面や、溶岩、火山を撮影するのも面白かったです。溶岩で作った植木の器と
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いう、ここにしかないお土産が気に入りましたので、記念に一つ買って持ち帰りました。 

 

④ 仙厳園 

もともと NHK 大河ドラマ『篤姫』を観たのがきっかけで、鹿児島を訪ねてみたいと

興味を持っておりました。そのため仙厳園で桜島をゆっくり鑑賞したかったですが、山

は噴煙で余りよく見えず、到着した時は既に黄昏を迎えていましたので、残念ながらそ

の夢を完全には実現することができませんでした。 

しかし、仙厳園の成り立ちや中国と日本の交流の歴史に詳しい方にご案内していただ

いたおかげで、園内の造園技術や、「蘭亭」など、中国と関連が多いことを知り、日中友

好の歴史の長さを感じることができました。 

園内では、ちょうど菊と菊人形の展示会が行われていました。中国では菊の花は観賞

用にはよく使われていますが、人形の衣裳や、御輿の飾りなどにすることはあまりない

ので、新鮮味がありました。 

また、園内には、中国語のパンフレットもあるほか、中国人の案内員が配置され、中

国語の対応がとてもしっかりしています。 

 

⑤ 指宿砂蒸し風呂 

 知名度が高く、余所にはないものなので、体験する価値があります。体ごと温かい砂

に覆われ、全身がほかほかになり、そよ風が顔を触れ、耳に海の音が聞こえてくるのは、

まさに極楽といった感じでした。前後に体重を測ってみましたが、10 分間の砂風呂で

0.8 キロぐらい体重が減っていました。ダイエット効果も宣伝できるかもしれません。 

下着をつけたまま浴衣を着るのかどうか、また「掛かり湯」とはどのように使うのか、

といった点で戸惑いがありましたので、外国人にも分かりやすい説明が必要だと思いま

す。 

 鹿児島の観光 PR について、鹿児島県庁関係者との意見交換の時も触れましたが、北

京の観光は「不到長城非好漢、不吃烤

鴨真遺憾」と言う中国人にとっては韻

を踏んで覚えやすく、意味もわかりや

すい語呂合わせに凝縮されるように、

中国語のPRキャッチフレーズを考え、

大いに PR した方がより効果があるで

しょう。語呂合わせをあまりしていま

せんが、次の言葉を提案させていただ

きました。 

 

「観桜島火山、蒸指宿砂浴。品黒猪美味、遊霧島神宮」。 
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■ 長崎県訪問 

長崎県と中国の交流の歴史や現状について、多くの資料を提供していただき、詳しく説

明を行っていただき、長崎県と中国の友好関係を改めて実感することができました。 

長崎県観光振興課からも中国人観光客誘致について詳細に説明をしていただき、長崎県

が中国人観光客誘致に非常に熱心であることも強く感じることができました。 

長崎県アジア・国際戦略課からは「出島ネットワーク」について説明いただき、交流を

行いました。そして、長崎県を訪れた感想や、北京で起こった面白いことについての寄稿

依頼をいただきました。 

特別企画展「孫文・梅屋庄吉と長崎」も鑑賞してきました。2011 年は中国の辛亥革命

100 周年にあたり、中国では関連ドラマや映画の放映、展示会など多くのイベントが行わ

れておりますが、日本で孫文に関する展示会を見ることができたのは大変嬉しかったです。

特に、中国から寄贈された孫文と梅屋夫婦の三人像や、中国から借りてきたという文物資

料、日本で保存されていた貴重文物が数多く一堂に集められていますので、見る価値があ

ると思います。 

５年前に国際交流員として長崎県で勤務して以来、長崎県とは長くお付き合いをさせて

いただいています。国際交流員の時に長崎県では観光 PR 等の事業をお手伝いさせていた

だきました。帰国してから、特に北京事務所に入所して以来も、長崎県の観光 PR 事業、

教育旅行、物産販売、文化交流などの面で通訳や翻訳、関係機関訪問のアテンドを頼まれ

ることも多く、非常に良い交流関係を保っています。今回の訪問で様々な方と交流出来た

ことは大変意義深いです。この経験は、今後長崎県関連事業の活動支援をはじめとした、

自治体活動支援に大いに役立てることができると考えています。 

 

■ さいごに 

約２週間の研修でいろいろな場所を訪れ、いろいろな方々と会い、感じたこと、学んだ

ことが沢山あります。そして、４年ぶりの日本訪問で、日本の美しい自然や充実したイン

フラ施設、日本人の礼儀の良さと優しさを再認識することができました。一方で、４年前

と比較し、経済や社会が少しずつ変化していることにも気付かされました。今後は自分と

して、公私を問わず、もっともっと日本を訪問すべきだと思います。それから、この素晴

らしい日本が、中国をはじめとした海外の観光客にとって依然として十分魅力がある豊か

な観光目的地であることを改めて実感しました。今後もより多くの中国人観光客が日本を

訪問できるように微力ながら頑張っていきたい所存です。 

 

 

（高 華彬（Gao Huabin）調査員 北京事務所現地スタッフ） 


